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明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）、
東
京
の

電
信
中
央
局
開
設
の
祝
賀
会
場
に
お
い

て
、
国
内
初
の
電
燈
（
ア
ー
ク
燈
）
が
点

燈
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
電
気
は
明
治

政
府
の
掲
げ
る
殖し

ょ
く

産さ
ん

興こ
う

業ぎ
ょ
う

・
富
国
強
兵
政

策
を
大
き
く
進
展
さ
せ
る
重
要
な
動
力
源

と
し
て
需
要
が
増
大
し
、
各
地
で
電
力
会

社
が
設
立
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

岡
山
県
で
は
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八

九
四
）
五
月
に
、
現
在
の
岡
山
市
内
に

火
力
発
電
に
よ
っ
て
電
燈
が
燈
さ
れ
た
の

が
最
初
で
す
が
、
こ
れ
に
後
れ
る
こ
と
十

二
年
後
の
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）、

美
作
地
方
で
も
つ
い
に
津
山
電
気
株
式
会

社
と
い
う
電
力
会
社
が
設
立
さ
れ
、
明
治

四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
は
美
作
地
方

初
の
水
力
発
電
所
が
井
坂
に
建
設
さ
れ
稼

働
し
ま
し
た
。

　

吉
井
川
水
系
で
は
、
そ
の
後
井
坂
発
電

所
に
次
い
で
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に

羽
出
発
電
所
が
完
成
し
、
そ
の
次
に
建
設

さ
れ
た
の
が
入
発
電
所
で
す
。

　

大
正
七
年
、
下
田
邑
（
現
津
山
市
）
の

実
業
家
・
政
治
家
で
当
時
美
作
の
電
力
事

業
に
力
を
注
い
で
い
た
土
居
通み

ち

憲の
り

は
、
中

谷
村
に
出
力
七
〇
〇
ｋキ

ロ
ｗワ

ッ
ト

の
水
力
発
電
所

を
設
け
、
カ
ー
バ
イ
ド
な
ど
の
電
化
工
業

品
の
製
造
販
売
を
計
画
し
、
山
陽
電
化
工

業
株
式
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。
し
か

し
第
一
次
世
界
大
戦
の
影
響
に
よ
り
カ
ー

バ
イ
ド
の
価
格
が
暴
落
、
経
営
が
困
難
に

な
っ
た
た
め
電
力
供
給
事
業
に
方
向
転
換

し
、
大
正
八
年
に
政
府
の
許
可
を
受
け
ま

し
た
。
発
電
所
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、

水
利
問
題
で
地
域
の
人
々
の
強
力
な
反
対

に
遭あ

い
、当
初
の
計
画
を
大
幅
に
変
更
し
、

水
利
に
影
響
の
な
い
久
田
村
久
田
下
原
の

国
原
井
堰
よ
り
取
水
し
、
吉
井
川
左
岸
を

ト
ン
ネ
ル
等
で
送
水
し
、
小
田
村
塚
谷
を

経
由
し
て
発
電
所
に
水
を
引
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
大
正
九
年
四
月
、
社

名
を
吉
井
川
電
力
株
式
会
社
と
変
え
、
五

月
よ
り
発
電
所
の
運
転
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。こ
れ
が
入
発
電
所
建
設
の
経
緯
で
す
。

　

入
発
電
所
の
電
力
は
、
備
作
電
気
株
式

会
社
や
金
川
電
気
株
式
会
社
な
ど
県
南
へ

電
気
を
供
給
す
る
電
力
会
社
へ
も
供
電
し

て
い
ま
し
た
が
、
大
正
一
〇
年
に
備
作
電

気
が
建
設
し
た
久
田
発
電
所
が
営
業
運

転
を
始
め
る
と
備
作
電
気
へ
の
供
電
を
中

止
し
、
翌
年
に
は
中
谷
村
・
小
田
村
・
郷

村
の
一
部
へ
の
電
気
の
供
給
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
初
期
頃
に
県
道
付
替
え

工
事
に
伴
い
取
水
口
を
久
田
下
原
平
床
に

設
け
、
新
導
水
路
を
構
築
、
昭
和
一
〇
年

に
は
出
力
を
一
六
〇
〇
ｋ
ｗ
に
増
加
し
ま

し
た
。
そ
の
間
、
そ
し
て
そ
の
後
も
電
力

会
社
は
次
々
と
吸
収
・
合
併
を
重
ね
、
昭

和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
中
国
電
力
株

式
会
社
が
発
足
し
て
以
降
、
中
国
電
力
の

所
管
す
る
施
設
と
し
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

入
発
電
所
は
、
苫
田
ダ
ム
建
設
中
は
一

時
運
転
を
休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
ダ
ム

完
成
後
は
運
転
を
再
開
し
て
お
り
、
現
在

岡
山
県
内
の
現
存
す
る
水
力
発
電
所
と
し

て
は
最
も
古
い
発
電
所
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
に
は
、
貴

重
な
産
業
遺
産
と
し
て
発
電
所
建
物
（
本

館
）、
水
槽
、
鉄
管
路
擁よ

う

壁へ
き

及
び
本
館
擁

壁
が
国
の
登
録
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

　

普
段
は
何
気
な
く
見
て
い
る
入
発
電
所

で
す
が
、
実
は
日
本
の
近
代
化
の
一
翼
を

担
っ
た
県
内
最
古
の
施
設
で
あ
る
と
い
う

目
で
見
れ
ば
、
今
ま
で
と
は
違
っ
た
趣
で

見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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